




要  約  医療的ケアを必要とする在宅重症心身障害児とその家族に関わる保健・医療・福

祉サービスについて、サービス利用者と、提供者・専門職からの評価を比較検討した。そ

の結果、利用者のレスパイトケアへの要望の強さが提供者・専門職に必ずしも認識されて

いない点にズレが認められた。また、それらのサービスが有効に機能してこなかった背景

として「医療と福祉のはざまも陥っていること」「サービス提供者・専門職の意識の問題」

「福祉行政担当者と利用者の認識のズレ」を考察した。


